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□津波ハザードマップ索引図□減災を目指す市民運動
自然災害の発生を防ぐことはできませんが、その被害は市民の皆さん一人ひとりの日頃の努力によって減らすことが

可能です。行政による「公助」はもとより、自分の命は自分で守る「自助」、自分たちの地域は自分たちで守る「共助」

を実践し、地域社会における防災力を向上させることによって、被害を最小限に抑える減災社会を実現しましょう。

自 助 共 助

災害時に自分や家族の安全を

確保するための取り組みを行

います。

町内会などの地域団体では、

災害時の地域の安全確保のた

めの取り組みを行います。

災害から市民の安全を守るた

め、ハード面の整備や「自助」

「共助」と協働でソフト面の取

り組みを行います。

公 助

●自主防災組織の防災活動へ

　積極的に参加

●避難地・避難経路等の確認

●耐震改修

●非常持出品の準備

●家族で避難場所、集合場所、

　連絡方法を話し合う

●自主防災組織の結成

●防災知識の普及

●防災資機材の整備

●防災訓練の実施

●救出活動

●避難誘導

●給食・給水活動

●避難所の運営

●防災情報の伝達体制の構築

●避難施設（避難路等）の整備

●防災意識向上のための

　広報・教育・訓練の実施

●自主防災組織の活動支援

●災害時応急体制の整備

上浦（福泊・蒲戸・大浜）

上浦（津井・夏井・長田）

上浦（浅海井・浪太）

西上浦北部、八幡北部

西上浦南部、八幡南部、鶴岡（坂の浦）

大入島北部

大入島南部

鶴岡（樫野・坂の浦以外）

佐伯東、渡町台、佐伯①、鶴岡（坂の浦）

佐伯②、上堅田②、下堅田②、木立①

鶴岡（樫野）、上堅田①、下堅田①

上堅田③、下堅田③

木立②

佐伯（東灘）、鶴見（吹浦・地松浦・沖松浦）

鶴見（沖松浦・有明浦・羽出浦）

鶴見（中越浦）、米水津（間越）

鶴見（丹賀浦・梶寄浦）、米水津（芳ヶ浦）

鶴見（大島）

米水津（浦代浦・竹野浦・小浦）

米水津（色利浦・宮野浦）

蒲江（畑野浦・尾浦）

蒲江（楠本浦・竹野浦河内）

蒲江（西野浦）

蒲江（高山・元猿）

蒲江（蒲江浦・小蒲江・猪串浦）

蒲江（森崎浦・野々河内浦・坪）

蒲江（丸市尾浦・越田尾）

蒲江（葛原浦）

蒲江（波当津浦）

蒲江（屋形島）

蒲江（深島）
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災害用伝言ダイヤル「171」

ガイダンスが流れます

伝言を

録音するとき

被災地の方はご自宅の電話番号を、

被災地以外の方は被災地の方の電話番号を

市外局番から入力。

※災害時は硬貨用公衆電話のほうがつながりやすい

　場合があります。

伝言を吹き込む（30 秒以内） 伝言を聞く

伝言を

再生するとき

NTT では地震等の災害発生時に、被災地への安否確認電話が集中する
場合に「災害用伝言ダイヤル」サービスを開始します。事前契約など
は不要で、サービス開始はテレビやラジオで告知されます。171 番に
ダイヤルするとガイダンスが流れるので、それに従って利用します。
「忘れていない（171）」と覚えましょう。

・毎月1日及び15日、正月三が日、防災週間（8月30日9時〜9月5日　17時）、
防災とボランティア週間（1月 15日 9時〜1月 21日 17時）
・体験利用の場合であっても、通話料は発生します。

TEL（電話）

体験利用日
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